
（
清

里
小

学
校

校
庭

）

な
が
す
議
会
だ
よ
り

N
o.

平
成
28年

第
４
回

（
12月

）定
例
会

128

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に

託
し
た
夢
は
…

農
業
の
生
産
体
制
強
化
を
め
ざ
し
て
	

②

一
般
質
問
　
1
0
人
が
登
壇
し
町
政
を
問
う
	
⑥

先
進
地
に
学
ぶ
	

⑰



2潮さい（H29.2.15 No.128）

定　例　会

　町長から提案された条例の制定と一部改正、補正予算、人事案件
などを慎重審議し、全て原案のとおり可決した。
　一般質問は10人が行い、さまざまな角度から町の姿勢をただした。

第４回定例会
12月15日〜21日（７日間）

最新農業機械導入で

産地パワーアップ支援！！
【事業のねらい】

　地域一丸となって収益力向上に取り組
む産地に、生産体制強化をめざし、最新
大型農業機械をリースで導入するための
補助金。本町でも生産高が大きい大豆や
小麦生産のパワーアップに向けての支援。

《県補助金》

【事業のねらい】
　向野・赤崎地域内に暗きょ排水を整備
し、乾田化することで小麦の作付面積の
拡大を図るための実施設計を行う。

《一般財源》

【事業のねらい】
　係留施設不足、港内海上交通の混雑解
消、水産振興を図るため、水産関連用地
を備えた小型船舶だまりの整備。

《地方債1120万》

《一般財源130万》

産地パワーアップ
事業補助金
1864万円

長洲港改修事業
負担金
1250万円

暗きょ排水整備工事
設計委託料
118万円
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定　例　会

人　

事

28年度特別会計補正予算の主な内容

■
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
は

　
老
人
医
療
費
が
増
大
す
る
な
か
、
現
役
世
代
と
高

齢
者
の
負
担
を
明
確
に
し
、
公
平
で
わ
か
り
や
す
い

制
度
と
す
る
た
め
、
75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た

高
齢
者
医
療
制
度
。

　
県
下
の
全
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域
連
合
が
運
営

し
、各
市
町
村
の
首
長
、議
員
で
構
成
さ
れ
審
議
す
る
。

早め早めの予防第一！絶え間なく稼動する電気・機械設備

国民健康保険特別会計公共下水道特別会計
補正前の額 25億9138万円

補 正 額 269万円

総 額 25億9407万円

補正前の額 15億6317万円

補 正 額 △2224万円

総 額 15億4093万円

主 な 内 容 	 基盤安定繰入金の増額

債務負担行為 	 国民健康保険特定健康診査
等委託事業	
（入札等の事前準備のため）	
限度額　1379万円

主 な 内 容 	 下水道電気・機械設備の協
定変更

高野 敏美氏（建浜区）

川津 壽治氏（駅通区）

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

人
権
擁
護
委
員

中逸 博光町長

【任　期】
平成29年２月14日～
平成31年２月13日

　（２年間）
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定　例　会

【
制
定
理
由
】

　

当
該
セ
ン
タ
ー
の
開
設
趣
旨
、

業
務
及
び
職
員
配
置
等
に
関
し
、

条
例
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
（
福
永
議
員
）

業
務
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
委
託
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

規
定
し
て
い
る
が
、
業
務
委
託

を
前
提
と
し
て
い
る
の
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

セ
ン
タ
ー
開
設
は
直
営
で

い
く
が
、
運
営
し
て
い
く
な
か

で
必
要
な
人
材
を
考
慮
し
な
が

ら
将
来
的
に
は
、
事
業
の
委
託

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

【
制
定
理
由
】

　

公
共
下
水
道
事
業
及
び
浄
化

槽
施
設
整
備
事
業
に
地
方
公
営

企
業
法
の
財
務
規
定
等
を
適
用

す
る
た
め
。

【
主
な
質
疑
】

問
（
竹
本
議
員
）

地
方
公
営
企
業
に
な
っ
た

ら
、
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
に

な
ら
な
い
か
。

答
（
下
水
道
課
長
）

現
在
の
と
こ
ろ
、
料
金
の

改
定
は
考
え
て
い
な
い
。

問
（
大
森
議
員
）

職
員
の
人
件
費
は
、
発
生

主
義
に
基
づ
い
て
地
方
公
営
企

業
か
ら
発
生
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
で
間
違
い
な
い
か
。

答
（
下
水
道
課
長
）

下
水
道
課
の
職
員
給
与
は

下
水
道
料
金
の
中
か
ら
支
払
っ

て
い
く
。

【
制
定
理
由
】

　

下
水
道
事
業
に
お
い
て
、
地

方
公
営
企
業
法
に
規
定
す
る
利

益
剰
余
金
及
び
資
本
剰
余
金
の

処
分
を
行
う
た
め
。

【
提
案
理
由
】

　

人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
職
員

給
与
及
び
勤
務
条
件
の
適
正
化

を
図
る
た
め
。

【
提
案
理
由
】

　

地
方
自
治
法
並
び
に
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す

る
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決

を
経
る
必
要
が
あ
る
。

協
定
の
金
額

変
更
前　

１
億
７
１
０
６
万
円

変
更
後　

１
億
４
８
８
２
万
円

　

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
よ
り
本
町
議

会
に
陳
情
、
支
援
要
請
が
あ
っ

た
地
域
を
支
え
る
鉄
道
の
発
展

等
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
た
。

【
意
見
書
の
主
旨
】

　

自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
や
防

災
、
予
防
保
全
の
支
援
ス
キ
ー

ム
の
拡
充
を
図
り
、
鉄
道
在
来

線
構
造
物
の
大
規
模
改
修
へ
の

支
援
。
鉄
道
用
車
両
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
非
課
税
等
の
支

援
を
求
め
る
も
の
。

【
提
案
理
由
】

　

地
方
議
会
議
員
の
重
要
性
が

論
じ
ら
れ
る
中
、
町
村
議
会
で

は
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
地
方
議
員
の
年

金
制
度
を
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
に
す
る
こ
と
で
、
議
員
を

志
す
新
た
な
人
材
確
保
に
つ
な

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

子
育
て
世
代
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定

下
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

下
水
道
事
業
の
剰
余
金
の

処
分
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定

公
共
下
水
道
長
洲
町
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
改
築
工
事
委

託
に
関
す
る
協
定
の
変
更

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年

金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め

る
意
見
書

「
鉄
道
の
安
全
・
安
定
輸

送
」及
び「
地
域
を
支
え

る
鉄
道
の
発
展
」を
求
め

る
意
見
書

条
例
制
定

条
例
改
正

国
へ
意
見
書
提
出

協
定
の
変
更

子育て世代総合支援センターとは…

　子ども・子育て支援法に基づき、

子ども及び保護者等の身近な場所

で、教育・保育・保健・その他の

子育て支援の情報提供及び必要に

応じた助言並びに子育てに関する

相談等を行うとともに、関係機関

との連絡調整を行う。

『はぐくみ館』で子育て相談
長洲町子育て世代総合支援センター（長洲町ふれあいセンター内）

−子育ての悩みはすべてこちらへ−

４月から
スタート
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定　例　会

審 議 結 果　≪全議案可決≫

議案
番号 件　　名

福
本
み
や
子

大
森
　
秀
久

竹
本
　
信
次

荒
木
　
睦
子

磯
野
　
　
博

浦
辺
　
朝
章

樋
口
エ
ミ
子

宮
本
哲
太
郎

市
原
　
一
広

浜
村
　
芳
光

徳
永
　
範
昭

福
永
　
栄
助

浜
﨑
　
　
久

松
井
　
一
也

議案
39号

長洲町子育て世代総合支援センター条例の制
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
40号

長洲町下水道事業の設置等に関する条例の制
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
41号

長洲町下水道事業の剰余金の処分等に関する
条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
42号 長洲町税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
43号

長洲町国民健康保険税条例の一部改正につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
44号

長洲町一般職の職員の給与に関する条例及び職員の
勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
45号

長洲町公共下水道長洲町浄化センターの改築
工事委託に関する協定の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
46号

平成28年度長洲町一般会計補正予算（第３
号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
47号

平成28年度長洲町国民健康保険特別会計補
正予算（第４号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
48号

平成28年度長洲町公共下水道特別会計補正
予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
49号

長洲町職員の育児休業等に関する条例の一部
改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同意
2号

長洲町固定資産評価審査委員会の委員の選任
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

諮問
2号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議提
6号

「鉄道の安全・安定輸送」及び「地域を支え
る鉄道の発展」を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議提
7号

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求め
る意見書 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ―

賛成…〇　　反対…×　　欠（退）席…欠
＊議長は表決に加わりません。

宮本哲太郎　議員
　地方議員の年金は自治体の合併や、行財
政改革で定数削減のなか、財政状況が厳し
くなり平成23年に廃止された。しかしこの
制度は議員引退後の生活不安解消に必要な
ものと考える。今日、地方議会議員の役割
が大きくなるなかで全国的に議員のなり手
不足が懸念され、その解決策のひとつとし
て議員の年金制度を時代にふさわしいもの
とすることで、人材確保につなげることも
必要という観点から、地方議員の厚生年金
加入のための法制度整備の実現を求め賛成
討論とする。

大森　秀久　議員
　議提第７号、地方議会議員の厚生年金制
度への加入を求める意見書提出に、反対の
討論を行う。
　提案理由では、地方議会の重要性が論じ
られるなか、町村議会では、議員のなり手
不足が深刻化しており、地方議会の年金制
度を時代に相応しいものにすることで、議
員を志す人材確保につなげていくとあるが、
必ずしもそうとは言えず、町の新たな負担
を考えれば、町民の賛同は得られない。以
上述べて反対討論とする。

討論（議員提案第７号）賛 成 反 対
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

教
育
基
本
方
針
で
の
３
年
間
を
ど
う
思
う

答
大
変
申
し
訳
な
く
お
わ
び
す
る

町営住宅化される宮野社宅

長
洲
中
学
校
授
業
中
の
暴
力
事
件
に
つ
い
て

定
住
構
想
の
進
め
方
に
つ
い
て

答

裁
判
中
で
答
弁
を
控
え
る

答

検
討
し
ま
す

問
教
育
委
員
長
の
代
わ

り
に
教
育
長
が
議
会

答
弁
を
繰
り
返
し
て
き
た
、

長
洲
町
議
会
の
あ
り
方
は

い
か
が
な
も
の
か
。
答
弁

を
求
め
る
。

答
（
教
育
長
）

前
の
議
会
で
も
申
し

上
げ
た
よ
う
に
お
わ
び
申

し
た
こ
と
は
今
も
変
わ
り

な
い
。

問
こ
の
３
年
間
、
議
会

で
私
は
こ
つ
こ
つ
と

事
実
を
積
み
上
げ
、
議
会

の
あ
り
方
を
た
だ
し
て
き

た
。
そ
の
な
か
で
、
こ
の

よ
う
な
や
り
方
が
間
違
い

で
あ
る
と
認
め
、
教
育
長

が
謝
罪
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
わ
か
ら
れ
た

だ
け
で
も
、
私
が
議
会
で

た
だ
し
て
き
た
意
義
が
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

問
被
害
児
が
自
宅
療
養

中
、
教
師
は
訪
問
な

し
入
院
後
一
年
間
休
暇
、

こ
れ
が
温
か
い
指
導
と
い

え
る
か
。

答
（
教
育
長
）

で
き
る
限
り
の
対
応

を
し
た
。

問
被
害
者
側
が
納
得
す

る
対
策
を
と
ら
な
い

の
で
裁
判
に
な
っ
て
い
る

問
日
立
造
船
宮
野
社
宅

を
解
体
し
、
66
億
の

経
費
を
か
け
て
町
営
住
宅

を
建
設
す
る
こ
と
に
つ
い

て
伺
う
。

築
費
も
要
ら
ず
社
宅
が
確

保
さ
れ
る
。

　

そ
れ
を
と
や
か
く
言
っ

て
る
ん
じ
ゃ
な
い
。

　

定
住
構
想
を
図
る
な

ら
、
他
に
も
長
洲
の
企
業

社
宅
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

の
で
は
な
い
か
。
責
任
が

あ
る
と
自
覚
し
な
が
ら
５

年
間
責
任
を
と
っ
て
な

い
。

　

住
民
の
税
金
を
使
っ
て

争
っ
て
い
る
の
に
、住
民
に

経
過
報
告
を
す
る
義
務
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）

裁
判
が
終
わ
っ
た
ら

報
告
を
す
る
。

　

日
立
造
船
の
社
宅
は
老

朽
化
に
よ
り
、
本
来
な
ら

ば
企
業
が
解
体
す
る
訳
で

町
営
住
宅
化
で
、
企
業
は

解
体
費
も
要
ら
な
い
、
建

答
（
町
長
）

今
後
そ
う
し
た
企
業

の
建
て
替
え
に
は
相
談
に

応
じ
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
人
骨
埋
葬
の
上
に
橋
の

建
設
が
行
わ
れ
て
い
な

い
か
。

○
き
ょ
う
あ
い
道
の
４
分

団
消
防
格
納
庫
移
転
に

つ
い
て
一
年
間
の
用
地

交
渉
で
叱
責
受
け
る
の

も
、
も
っ
と
も
だ
。
町

有
地
な
ど
検
討
す
る
と

答
弁

○
金
魚
と
鯉
の
郷
の
違
反

行
為
指
摘
も
、
行
政
目

的
を
達
成
す
る
適
切
な

手
段
と
答
弁
さ
れ
た
。

濱﨑　久議員
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

ど
う
つ
な
ぐ
!?
幼
保
か
ら
小
学
校
へ
の
英
語
教
育

答
英
語
科
特
例
校
を
導
入
し
体
制
を
つ
く
る

期待される英語教育（六栄小学校５年生）

元気を出して！『イーチ、ニーイ、サーン』

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、

社
会
参
加
へ
の
支
援
は

答

高
齢
者
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し

自
主
活
動
を
支
援

問
幼
稚
園
・
保
育
園
で

英
語
に
親
し
ん
だ
子

ど
も
た
ち
が
小
学
校
へ
入

学
す
る
が
、
英
語
の
授
業

は
ど
う
す
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）

国
際
感
覚
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
、
学
校

指
導
要
領
に
よ
ら
な
い
教

問
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
場
所
で
社
会
参
加

を
す
る
た
め
の
支
援
の
取

り
組
み
は
。

育
課
程
特
例
校
を
導
入
し

平
成
29
年
度
か
ら
英
語
科

を
新
設
す
る
。
県
内
で
も

い
ち
早
い
先
行
導
入
を
す

る
こ
と
で
、
学
習
へ
の
積

極
性
や
総
合
的
な
学
力
向

上
が
期
待
で
き
る
。

問
教
育
課
程
特
例
校
を

導
入
し
た
授
業
と
は
。

答
（
町
長
）

生
き
が
い
つ
く
り
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
を

す
る
た
め
、
介
護
予
防
拠

答
（
学
校
教
育
課
長
）

１
年
生
か
ら
４
年
生

ま
で
、
週
１
回
の
授
業
と

週
３
回
の
朝
自
習
時
間
も

使
い
行
う
こ
と
で
、
切
れ

目
の
な
い
英
語
教
育
が
出

来
る
と
考
え
る
。

問
幼
稚
園
・
保
育
園
で

の
よ
き
流
れ
を
止
め

て
は
い
け
な
い
。
外
国
人

指
導
者
を
引
き
続
き
お
願

い
し
た
い
が
。

答
（
教
育
長
）

や
は
り
ネ
イ
テ
ィ
ブ

な
発
音
が
上
手
な
の
で
良

い
と
思
う
。

問
地
域
に
外
国
人
が
多

く
居
住
し
て
い
る

が
、
国
際
交
流
の
輪
を
広

げ
日
本
・
長
洲
の
良
さ
を

伝
え
て
は
ど
う
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）

成
人
式
へ
の
案
内
や

文
化
祭
で
の
交
流
を
呼
び

か
け
た
り
、
公
民
館
講
座

な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

点
を
充
実
さ
せ
、
長
洲
町

介
護
予
防
拠
点
等
連
絡
協

議
会
で
進
め
て
い
く
。

問
そ
の
一
つ
が
最
近
ス

タ
ー
ト
し
た
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
だ
と
思

う
。
そ
の
進
捗
状
況
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

長
洲
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
委
託
し
て
い
る
。

　

10
月
か
ら
開
始

し
、
全
区
に
出
向

い
て
制
度
説
明
し
て

い
る
。
現
在
利
用
者

13
名
、
協
力
会
員
48

名
登
録
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

問
介
護
予
防
拠

点
で
の
活
動

を
担
う
リ
ー
ダ
ー

養
成
を
も
っ
と
進

め
て
欲
し
い
。
そ
の

活
動
が
生
き
が
い

や
社
会
参
加
の
一
助

と
な
る
の
で
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ

ー
を
現
在
げ
ん
き
の
館
で

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
も
育
成
中
だ
。
リ
ー
ダ

ー
を
増
や
す
こ
と
で
生
き

が
い
つ
く
り
や
社
会
参
加

に
繋
げ
、
自
主
的
活
動
と

な
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

福本みや子議員
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

町
の
将
来
に
関
係
す
る
職
員
採
用
は
計
画
的
に
で
き
て
い
る
か

答
９
月
実
施
の
採
用
試
験
は
合
格
者
が
お
ら
ず
再
度
実
施
す
る

小
中
学
校
の
教
育
費
、

町
負
担
に
つ
い
て

検
討
の
余
地
は

答

教
育
委
員
会
と
協
議
し
た
い

問
平
成
29
年
４
月
採
用

の
職
員
に
つ
い
て
、

町
の
事
業
計
画
を
考
え
て

の
職
種
と
人
数
は
。

答
（
町
長
）

職
員
の
新
規
採
用

は
、
９
月
実
施
の
試
験
で

は
合
格
者
が
い
な
か
っ
た

た
め
、
再
度
、
採
用
試
験

の
実
施
を
進
め
て
お
り
、

行
政
職
２
名
、
土
木
職
１

名
、
建
築
職
１
名
程
度
の

採
用
を
考
え
て
い
る
。

問
学
校
の
現
場
で
は
発

達
障
が
い
や
、
高
機

能
自
閉
症
の
問
題
が
あ

り
、
一
方
で
は
子
育
て
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
高

齢
化
の
進
行
、
認
知
症
の

増
加
が
あ
る
こ
と
を
考

え
、
社
会
福
祉
士
や
精
神

保
健
福
祉
士
の
採
用
は
検

討
で
き
な
い
か
。

答
（
町
長
）

議
員
の
言
わ
れ
る
と

問
小
中
学
校
の
個
々
の

教
育
費
に
つ
い
て
、

一
部
ま
た
は
全
部
を
町
の

負
担
に
す
る
こ
と
に
つ
い

て
検
討
の
余
地
が
あ
る

か
。答

（
町
長
）

教
育
委
員
会
の
予
算

の
調
整
に
つ
い
て
は
、
町

部
局
で
行
う
こ
と
に
な
る

の
で
、
今
後
、
教
育
委
員

会
と
協
議
し
て
い
く
。

問
小
中
学
校
９
年
間
の

教
育
費
で
、
学
校
で

指
定
し
た
物
品
を
揃
え
る

の
に
多
額
の
費
用
が
か
か

お
り
だ
と
私
も
思
っ
て
い

る
。
４
月
か
ら
の
子
育
て

世
代
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
用
段
階
で
、
ど
う
い

う
資
格
を
持
っ
た
人
が
必

要
か
検
討
し
て
、
職
員
採

用
計
画
に
も
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
。

問
採
用
し
た
後
で
、
町

が
進
め
る
事
業
に
資

格
が
必
要
な
こ
と
が
出
て

き
た
時
、
職
員
に
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら

う
仕
組
み
を
町
の
事
業
に

組
み
、
社
会
保
険
労
務
士

や
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど

の
資
格
を
取
得
で
き
れ

ば
、
町
民
の
暮
ら
し
や
福

祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
（
町
長
）

今
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
会
長
を
や
っ
て
い
る

が
皆
、
社
会
福
祉
士
を
採

用
し
て
お
り
、
今
後
、
役

っ
て
い
る
。
保
護
者
の
教

育
費
負
担
に
つ
い
て
、
基

本
的
な
認
識
を
聞
く
。

答
（
教
育
長
）

学
校
指
定
の
物
品
や

経
費
で
は
、
小
学
校
の
学

年
で
平
均
３
万
２
千
円
程

が
必
要
で
、
給
食
費
と
し

て
全
学
年
４
万
６
千
円
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
中

学
校
で
は
学
年
平
均
７
万

３
千
円
と
、
給
食
費
と
し

て
全
学
年
５
万
３
千
円
が

必
要
で
、
保
護
者
の
理
解

の
上
、
負
担
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

場
の
中
で
そ
う
い
う
資
格

を
取
れ
る
よ
う
な
研
修
も

積
ん
で
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
都
道
府
県
別
の
貧
困

率
が
全
国
紙
に
掲
載

さ
れ
て
い
た
が
、
熊
本
は

全
国
平
均
の
13
・
８
％
よ

り
高
く
17
・
２
％
に
な
っ

て
い
る
。
町
の
総
合
教
育

会
議
の
な
か
で
教
育
費
の

負
担
軽
減
が
議
論
で
き
る

か
。答

（
町
長
）

総
合
教
育
会
議
で
、

貧
困
連
鎖
を
断
ち
切
っ
て

い
く
た
め
に
十
分
検
討
し

て
い
き
た
い
。

学校指定物品他、必要経費の金額
学年 金額 学年 金額

小学校１年 32,000円 中学校１年 96,000円
小学校２年 26,000円 中学校２年 83,000円
小学校３年 33,000円 中学校３年 42,000円
小学校４年 28,000円 給食費 金額
小学校５年 36,000円 小学校全学年 46,000円
小学校６年 38,000円 中学校全学年 53,000円

＊教育長の議会答弁から

学校指定物品、副教材など（小学校）
絵の具、彫刻刀、習字道具、裁縫道具、ＰＴＡ会費
災害見舞金掛金、給食エプロン、社会科見学費
教科費、鍵盤ハーモニカ、水着、修学旅行費等々

学校指定物品、副教材など（中学校）
学生服、女子セーラー服、女子ボックスコート
体操服、かばん、水着、修学旅行費、ＰＴＡ会費
部活動費、教科費等々

＊教育委員会の提出資料から

大森秀久議員
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

職
員
の
や
る
気
で
、ま
ち
の
組
織
を
変
え
る
業
務
改
善
を

答
人
事
評
価
で
成
果
も
上
が
る
強
い
組
織
を
つ
く
り
た
い

～あなたが変われば組織が変わる～

町
営
住
宅
の
現
在
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
は

答

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
る

問
職
員
が
変
わ
れ
ば
、

ま
ち
も
変
わ
る
。
職

員
一
人
ひ
と
り
が
職
場
の

課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
積

極
的
に
課
題
の
解
決
に
取

り
組
み
、
や
る
気
が
出
て

く
る
。
そ
の
よ
う
な
人

事
・
労
務
管
理
が
必
要
で

は
な
い
か
。

問
町
営
住
宅
は
、
新
山
・

井
樋
内
団
地
が
築
後

40
年
、
平
原
団
地
は
築
後

50
年
で
耐
用
年
数
を
は
る

か
に
超
え
て
い
る
。
改
築

す
る
も
の
、
長
寿
命
化
修

繕
す
る
も
の
、
取
り
壊
す

も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ

だ
け
あ
る
か
。

答
（
町
長
）

人
事
評
価
に
よ
り
職

員
の
能
力
を
見
極
め
、
そ

の
能
力
を
活
か
す
適
正
配

置
を
行
い
、
ま
た
女
性
職

員
の
役
職
へ
の
積
極
的
登

用
を
行
う
等
、
働
き
や
す

く
成
果
も
上
が
る
強
い
組

織
を
つ
く
り
た
い
。

答
（
町
長
）

新
山
団
地
と
井
樋
内

団
地
に
つ
い
て
は
、
外
壁

改
修
や
屋
上
防
水
な
ど
の

長
寿
命
化
を
図
り
な
が
ら

維
持
管
理
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
平
原
団

地
に
つ
い
て
は
、
建
て
替

え
を
計
画
し
て
い
る
。

～かなり老朽化が進んでいる平原団地～

問
職
員
自
ら
が
、
業
務

の
改
善
に
取
り
組
ん

だ
実
践
事
例
を
全
庁
的
に

共
有
し
、
賞
賛
す
る
場
を

設
け
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
・
業
務
の
改

善
に
取
り
組
み
や
す
い
職

場
環
境
を
目
指
す
、『
職

員
提
案
制
度
』を
積
極
的

に
展
開
す
べ
き
で
は
。

答
（
総
務
課
長
）

職
員
か
ら
業
務
改
善

の
提
案
を
求
め
る
た
め

に
、
職
員
提
案
制
度
実
施

要
綱
を
定
め
実
施
し
て
い

る
が
、
近
年
、
職
員
か
ら

の
提
案
は
全
く
な
い
。
今

後
は
、
職
員
に
周
知
徹
底

し
、
事
務
業
務
や
職
場
環

境
の
改
善
を
図
り
た
い
。

問
高
齢
に
な
り
、
民
間

の
賃
貸
住
宅
で
は
家

賃
が
高
額
で
生
活
が
困
難

に
な
り
、
町
営
住
宅
に
応

募
す
る
が
、
新
山
・
井
樋

内
団
地
は
満
室
、
平
原
団

地
は
入
居
者
募
集
中
止

で
、
入
居
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
の
町
営
住

宅
の
整
備
方
針
は
。

答
（
町
長
）

平
原
団
地
の
建
て
替

え
計
画
を
行
う
な
か
で
、

今
後
の
町
営
住
宅
の
建
築

に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
導
入
し
、
入

居
者
が
安
全
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
住
宅
の
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

竹本信次議員
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

町
内
の
公
共
ト
イ
レ
を
快
適
に

答
部
分
的
な
補
修
を
行
い
な
が
ら
管
理
す
る

貧
困
の
状
況
で
あ
る
子
ど
も
が
健
や
か
に

答

経
済
的
な
解
消
や

生
き
る
力
を
養
う
こ
と
が
重
要

問
町
内
の
公
共
ト
イ
レ

の
数
は
。

答
（
町
長
）

庁
舎
、
研
修
セ
ン
タ

ー
、
小
中
学
校
な
ど
施
設

内
は
86
カ
所
、
公
園
等
外

部
に
設
置
し
て
い
る
も
の

が
12
カ
所
で
あ
る
。

問
外
部
ト
イ
レ
で
洋
式

は
何
カ
所
あ
る
か
。

問
子
ど
も
の
将
来
が
そ

の
生
ま
れ
育
っ
た
環

境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
育
成

さ
れ
る
環
境
を
整
備
し
、

教
育
の
機
会
均
等
を
図
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

就
学
前
教
育
に
係
わ

る
実
態
調
査
等
の
既
存
情

答
（
総
務
課
長
）

12
カ
所
の
う
ち
６
カ

所
で
あ
る
。

問
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
設
置
さ
れ
て
い
る

ト
イ
レ
は
壁
や
床
が
は
が

れ
て
い
る
が
、
改
修
は
考

え
て
い
る
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）

建
設
か
ら
も
う
30
数

報
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

開
設
予
定
の
子
育
て
世
代

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

相
談
内
容
等
を
把
握
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
経
済
的
問
題
解
決
を

視
野
に
置
く
取
り
組

み
と
し
て
、
保
育
料
の
無

料
化
、
賃
金
補
助
、
一
時

金
の
支
給
な
ど
が
挙
げ
ら

年
た
っ
て
お
り
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
の
で
、
修

繕
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

問
小
中
学
校
の
洋
式
化

率
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

長
洲
小
学
校
を
除
く

他
５
校
を
平
成
35
年
の
９

カ
年
で
、
50
％
以
上
を
目

指
す
よ
う
計
画
を
立
て
て

い
る
。
又
、
災
害
時
の
避

難
所
生
活
に
お
い
て
も
、

洋
式
化
整
備
を
進
め
て
い

く
。

れ
る
が
、
町
と
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
形
で
貧
困
対

策
に
取
り
組
む
の
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

所
得
制
限
に
基
づ
く

保
育
料
の
無
償
化
や
、
生

活
保
護
世
帯
に
対
す
る
絵

本
代
等
の
補
助
、
幼
児
の

英
語
教
育
な
ど
、
平
等
な

教
育
の
機
会
を
与
え
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問
児
童
生
徒
の
就
学
援

助
と
し
て
、
新
入
学

児
童
用
品
の
援
助
費
の
支

給
を
入
学
前
の
３
月
に
前

倒
し
で
き
な
い
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

先
進
地
事
例
等
を
考

慮
し
、
検
討
し
て
い
く
。

利用者がいつも気持ちよく

出番を待っています

荒木睦子議員



11 潮さい（H29.2.15 No.128）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

道
路
の
問
題
箇
所
解
決
の
加
速
を

答
人
員
の
配
置
、
予
算
の
計
上
を
検
討
す
る

問
平
成
25
年
第
２
回
定

例
会
で
質
問
し
た
そ

の
後
の
現
状
を
、
い
ま
一

度
確
認
す
る
。

答
（
町
長
）

道
路
等
の
問
題
箇
所

の
把
握
と
し
て
は
、
国
の

補
助
事
業
を
活
用
し
、
路

面
性
状
調
査
に
よ
る
町

道
の
道
路
舗
装
の
状
態
把

握
や
、
定
期
点
検
に
よ
る

橋
梁
の
健
全
度
の
状
態
把

握
、
ま
た
職
員
に
よ
る
行

政
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ

り
、
危
険
箇
所
等
の
把
握

を
行
っ
て
い
る
。

問
買
収
済
み
の
未
登
記

土
地
、
未
分
筆
土
地

な
ど
の
調
査
は
進
ん
で
い

る
か
。
本
町
に
は
ど
れ
ほ

ど
の
箇
所
が
存
在
し
て
い

る
か
。

答
（
建
設
課
長
）

買
収
済
み
の
未
登
記

土
地
に
つ
い
て
は
、
事
業

を
進
め
る
中
で
判
明
し
た

も
の
、
住
民
か
ら
の
相
談

に
よ
り
判
明
し
た
も
の
を

調
査
し
て
順
次
対
応
し
て

い
る
。
全
体
の
箇
所
の
把

握
は
で
き
て
い
な
い
。

問
こ
の
３
年
間
の
改
善

箇
所
の
実
績
は
。

答
（
建
設
課
長
）

26
年
度
か
ら
予
算
措

置
を
行
っ
て
お
り
、
２
件

対
応
し
て
い
る
。
今
現
在

調
査
中
案
件
が
１
件
で
、

今
後
１
件
を
次
年
度
行
う

調
整
を
し
て
い
る
。

問
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し

て
い
る
事
案
は
な
い

か
。答

（
建
設
課
長
）

ト
ラ
ブ
ル
は
今
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
１

件
に
つ
い
て
は
過
去
の
契

約
関
係
を
調
べ
て
い
る
。

問
事
業
の
推
進
を
優
先

し
た
時
期
が
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
町
道
認

定
や
、
予
算
の
議
決
後
に

工
事
に
着
手
し
て
い
る
は

ず
で
あ
り
、
必
ず
当
時
の

測
量
の
図
面
や
契
約
書
を

含
め
た
関
係
書
類
は
倉
庫

に
残
っ
て
い
る
と
思
う
。

そ
の
保
存
期
間
は
何
年
に

な
っ
て
い
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）

登
記
関
係
、
契
約
関

係
は
永
久
保
存
だ
。

問
問
題
の
土
地
が
改
善

さ
れ
て
土
地
所
有
者

か
ら
固
定
資
産
税
の
返
還

を
求
め
ら
れ
た
と
き
、
町

は
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
分

の
返
還
が
必
要
か
。

答
（
税
務
課
長
）

地
方
税
法
、
町
要
網

合
わ
せ
て
、
最
長
10
年
ま

で
原
則
と
し
て
返
還
し
て

い
る
。

問
こ
の
よ
う
な
問
題
箇

所
が
二
重
譲
渡
に
発

展
し
た
場
合
、
問
題
は
大

き
く
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
と
そ
の
解
決
に
は
時

間
と
労
力
を
費
や
す
こ
と

と
な
る
。
早
期
に
解
決
を

図
る
べ
き
だ
。
人
員
の
配

置
、
予
算
の
増
額
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

担
当
部
署
に
専
門
の

人
員
を
配
置
す
る
か
、
予

算
の
計
上
も
含
め
検
討
し

た
い
。

普段は問題の無いように見えるが…

道路整備は計画的に

磯野　博議員



12潮さい（H29.2.15 No.128）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

老
老
介
護
・
認
認
介
護
の
対
策
は

答
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
認
知
症
カ
フ
ェ

本
町
の
児
童
虐
待
の
実
態
は

子
ど
も
の
生
活
習
慣
づ
く
り
に
つ
い
て
は

答

相
談
件
数
で

毎
年
7
～
15
件
あ
っ
て
い
る

答

発
達
段
階
に
合
わ
せ
た

環
境
づ
く
り
を
進
め
る

問
全
国
的
に
老
人
が
老

人
を
介
護
す
る
老
老

介
護
や
、
認
知
症
患
者
が

認
知
症
患
者
を
介
護
す
る

認
認
介
護
が
増
え
て
い

る
。
本
町
の
実
態
と
対
策

は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）

本
町
で
も
75
歳
以
上

の
高
齢
者
世
帯
は
4
6
9

世
帯
、
ま
た
要
介
護
認
定

者
の
う
ち
認
知
症
状
の
方

問
児
童
虐
待
は
社
会
的

な
問
題
、
本
町
で
の

実
態
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）

児
童
虐
待
は
重
要
な

問
題
と
捉
え
て
い
る
。
本

町
で
は
重
篤
な
ケ
ー
ス
は

な
い
も
の
の
、
相
談
数
で

は
毎
年
７
件
か
ら
15
件
あ

っ
て
い
る
。
平
成
29
年
４

月
に
町
子
育
て
世

代
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
予
定

で
あ
る
。

　

児
童
虐
待
の
発

生
予
防
や
早
期
発

見
に
対
応
で
き
る

体
制
を
整
え
た

い
。

が
５
８
８
人
と
な
っ
て
い

る
。
老
老
介
護
対
策
と
し

て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
の
配
置
、
認

知
症
の
人
や
家
族
が
気
軽

に
相
談
で
き
る
認
知
症
カ

フ
ェ
の
拡
充
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
。

問
本
町
で
の
老
老
介
護

や
認
知
症
の
相
談
窓

口
は
ど
こ
で
行
っ
て
い
る
か
。

問
学
校
で
の
児
童
虐
待

の
早
期
発
見
に
つ
い

て
の
指
導
を
ど
う
し
て
い

る
か
。

答
（
教
育
長
）

学
校
の
登
校
時
や
毎

日
の
健
康
観
察
時
、
児
童

生
徒
の
発
す
る
シ
グ
ナ
ル

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
指

導
し
て
い
る
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
窓
口
で
対
応

し
て
い
る
。

問
認
知
症
の
方
を
地
域

で
見
守
っ
て
い
く
よ

う
な
活
動
を
町
で
は
取
り

組
ん
で
い
る
か
。

問
発
達
段
階
に
合
わ
せ

た
生
活
習
慣
の
指
導

法
、
家
庭
で
の
生
活
習
慣

や
指
導
法
に
つ
い
て
。

答
（
教
育
長
）

乳
幼
児
期
は
、
家
族

の
愛
情
で
得
ら
れ
る
安
心

感
、
信
頼
感
の
中
で
対
人

関
係
や
秩
序
関
係
を
身
に

着
け
て
い
く
。

　

学
童
期
は
、
大
人
の
指

導
の
中
で
善
悪
の
判
断
を

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
を

養
成
。
現
在
、
延
べ
２
８

６
０
名
の
方
が
い
る
。
ま

た
地
域
の
取
り
組
み
と
し

て
、
徘
徊
声
か
け
模
擬
訓

練
な
ど
実
施
し
て
い
る
。

身
に
着
け
て
い
く
。
小
学

生
高
学
年
に
な
る
と
自
立

心
が
芽
生
え
、
集
団
で
の

役
割
や
他
者
へ
の
思
い
や

り
な
ど
出
来
る
よ
う
に
な

る
発
達
段
階
に
応
じ
た
成

長
の
中
で
望
ま
し
い
発
達

が
さ
れ
て
い
く
。
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な

り
子
ど
も
を
育
む
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

介護している人の年齢分布のグラフ
（厚生労働省「国民生活基礎調査H25」）

80歳以上
12.9％

70〜79歳
24.8％

60〜69歳
31.0％

50〜59歳
21.4％

40〜49歳
8.0％

39歳以下
2.0％

子どもは愛され癒されることが
必要である

浦辺朝章議員



13 潮さい（H29.2.15 No.128）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い

答
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
国
に
要
求
し
て
い
く

問
県
内
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
普
及
率
が

約
６
％
と
い
う
報
道
が
あ

っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
が
開
始
さ
れ
て
約

１
年
に
な
る
が
取
得
は
少

な
い
。
町
の
普
及
率
の
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答
（
町
長
）

11
月
末
の
町
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
率

は
7.3
％
で
、
１
２
１
３
枚

を
交
付
し
て
い
る
。
荒

尾
・
玉
名
管
内
の
普
及
率

を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
ど
こ
も
７
％
に
届
か

な
い
と
聞
い
て
い
る
。
県

内
市
町
村
で
普
及
率
が
10

％
を
超
え
る
自
治
体
は
現

在
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
対
す
る
目
的
と

利
点
は
何
か
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）

全
国
民
に
１
人
１
つ

の
番
号
を
付
与
し
て
行
政

機
関
や
公
共
団
体
な
ど

で
、
社
会
保
障
、
税
、
災

害
対
策
分
野
な
ど
で
保
有

す
る
個
人
情
報
と
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
関
連
づ
け
て
効

率
的
に
管
理
を
行
う
。
さ

ら
に
個
人
情
報
を
他
の
機

関
と
の
間
で
迅
速
、
確
実

に
や
り
取
り
を
行
う
こ
と

に
目
的
と
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。

問
普
及
率
が
低
い
こ
と

に
は
何
か
原
因
が
あ

る
の
か
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
っ
て
の
利
用
が
少

な
い
か
ら
と
思
う
。
カ
ー

ド
普
及
へ
の
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
る
。

問
普
及
率
を
年
代
層
に

見
れ
ば
何
か
変
化
は

あ
る
か
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）

資
料
の
持
ち
合
わ
せ

が
な
い
が
、
申
請
に
こ
ら

れ
た
方
々
を
見
れ
ば
高
齢

者
が
多
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
一
般
的
に
何
に

使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）

身
分
証
明
書
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。
町
に
は

カ
ー
ド
を
使
っ
て
の
サ
ー

ビ
ス
は
な
い
。

問
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
の

利
用
は
考
え
て
な
い

の
か
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）

導
入
の
負
担
金
、
シ

ス
テ
ム
改

修
費
に
多

額
の
費
用

を
要
す
る

の
で
町
で

は
考
え
て

い
な
い
。

問
マ
イ

ナ
ン

バ
ー
カ
ー

ド
を
持
つ

必
要
が
な

い
と
町
民

は
思
っ
て

い
る
。
町

の
考
え
は
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）

町
民
の
意
向
は
把
握

し
て
い
な
い
。

問
登
録
す
れ
ば
か
く
し

ご
と
が
出
来
な
い
と

聞
く
が
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
結

び
つ
け
た
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
必
要
。

答
（
町
長
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
普
及
に
は
付
加
価
値
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
町
村
会
を

通
し
て
国
に
要
求
し
て
い

く
。

庁舎受付窓口へどうぞ

申請してね

宮本哲太郎議員



14潮さい（H29.2.15 No.128）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
を

答
返
納
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

六
栄
小
西
側
の
り
面
が
荒
れ
て
い
る
が

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
変
更
に
つ
い
て

答

計
画
的
な
管
理
を
検
討
す
る

答
任
用
形
態
を
臨
時
職
員
と
し
て
任
用

問
高
齢
者
の
日
常
生
活

の
利
便
性
を
確
保
し

つ
つ
、
交
通
事
故
の
未
然

防
止
を
図
る
た
め
、
運
転

免
許
自
主
返
納
支
援
事
業

を
行
い
、
自
主
的
に
運
転

免
許
証
を
返
納
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
考

え
は
。

答
（
町
長
）

運
転
免
許
自
主
返
納

者
に
金
魚
タ
ク
シ
ー
の
６

カ
月
間
の
無
料
乗
車
券
を

配
付
し
て
い
る
。

問
六
栄
小
学
校
の
西
側

の
り
面
は「
緑
化
ブ

ロ
ッ
ク
」造
り
で
、
ツ
ツ

ジ
が
植
え
て
あ
る
が
、
か

な
り
枯
れ
て
雑
草
や
雑
木

が
自
然
に
生
え
て
荒
れ
放

題
で
あ
る
。
景
観
が
よ
く

問
変
更
で
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

一
日
２
時
間
の
勤
務

時
間
延
長
を
し
て
い
る
。

問
勤
務
時
間
は
増
え
報

酬
は
下
が
っ
て
い
る

が
。答

（
学
校
教
育
課
長
）

教
員
免
許
及
び
福
祉

的
な
免
許
保
有
者
の
条
件

を
無
く
し
、
特
別
職
の
非

常
勤
職
員
と
し
て
の
任
用

形
態
を
変
え
一
般
の
臨
時

職
員
と
し
た
た
め
。

問
特
別
支
援
教
育
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
の
可
能
性
を
最
大

限
に
伸
ば
す
こ
と
を
目
指

し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ

問
自
主
的
に
運
転
免
許

証
を
返
納
し
た
65
歳

以
上
の
者
に
限
り
タ
ク
シ

ー
利
用
券
の
交
付
を
発
行

す
る
、
支
援
事
業
を
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
長

洲
町
も
こ
の
よ
う
な
考
え

は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

今
後
他
都
市
を
調
査

し
、
要
望
に
沿
う
よ
う
な

形
を
考
え
る
。

な
い
現
状
を
ど
う
考
え
る

か
。答

（
教
育
長
）

P
T
A
あ
る
い
は
学

校
と
相
談
を
し
な
が
ら
協

議
を
し
、
植
栽
や
、
水
や

り
の
方
法
も
考
え
る
。

て
学
習
内
容
等
を
習
得

し
、
的
確
か
つ
具
体
的
な

指
導
を
積
極
的
に
取
り
組

む
と
掲
げ
て
あ
る
。
で
あ

る
な
ら
ば
、
有
資
格
者
で

あ
る
教
員
の
方
が
よ
り
効

果
が
上
が
る
の
で
は
。

答
（
教
育
長
）

人
が
集
ま
ら
な
い
の

で
人
を
集
め
る
た
め
変
更

し
た
。

問
今
後
変
更
は
な
い

か
。

答
（
教
育
長
）

有
能
な
方
が
集
ま
る

よ
う
に
考
え
る
。

返納しやすい環境づくりを

花いっぱいの西側のり面へ

浜村芳光議員
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

行
政
財
産（
生
産
モ
デ
ル
池
）の
貸
し
出
し
は
、法
の
規
定
の
適
用
に
よ
る
も
の
か

答
自
治
法
第
２
３
８
条
の
４
第
７
項
の
規
定
が
根
拠
だ

事業の根拠は法令が必要

現
況
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る

答

検
討
し
て
速
や
か
に
手
続
き
す
る

問
貸
し
出
す
前
の
行
政

財
産（
生
産
モ
デ
ル

池
）の
行
政
目
的
・
用
途

は
何
だ
っ
た
の
か
。

答
（
町
長
）

金
魚
種
苗
生
産
供
給

問
行
政
目
的
の
用
途
が

中
止
・
取
り
や
め
に

な
っ
た
の
で
は
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

行
政
財
産
の
本
来
の

用
途
又
は
目
的
が
阻
害
さ

問
養
魚
組
合
に
貸
し
て

い
る
と
言
わ
れ
た

が
、
組
合
が
じ
か
に
施
設

の
運
営
を
し
て
い
る
か
、

そ
う
で
は
な
い
。
組
合
が

新
た
に
組
合
員
に
貸
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
転

貸
し
、
又
貸
し
で
あ
り
、

財
産
の
転
貸
し
は
許
さ
れ

る
は
ず
が
な
い
。
そ
も
そ

も
、
自
治
法
第
２
３
８
条

の
４
第
７
項
の
目
的
外
使

用
と
言
う
の
は
、
行
政
が

行
政
目
的
を
も
っ
て
、
じ

施
設
と
し
て
、
金
魚
の
産

卵
・
ふ
化
ま
で
の
一
連
の

生
産
活
動
を
行
う
こ
と
、

え
さ
と
な
る
ミ
ジ
ン
コ
の

養
殖
等
を
目
的
と
し
て
い

た
。

れ
な
い
限
り
、
効
率
的
利

用
の
見
地
か
ら
み
て
、
平

成
20
年
度
に
養
魚
組
合
に

自
治
法
第
２
３
８
条
の
４

第
７
項
を
根
拠
に
使
用
許

可
を
出
し
た
訳
で
あ
る
。

か
に
事
務
・
事
業
を
遂
行

し
て
い
る
状
況
に
お
い

て
、
そ
の
用
途
目
的
を
防

げ
な
い
限
度
に
お
い
て
貸

し
出
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
庁

舎
内
に
あ
る
飲
料
水
の
自

動
販
売
機
や
駐
車
場
ス
ペ

ー
ス
に
あ
る
現
金
自
動
預

け
払
い
機
等
を
い
う
も
の

で
あ
り
、
行
政
財
産（
生

産
モ
デ
ル
池
）の
全
て
を

貸
し
出
す
こ
と
は
、
行
政

処
分（
使
用
許
可
）で
は
で

生産モデル池　どう使う？

き
な
い
。

　

貸
し
出
す
の
で
あ
れ
ば
、

適
正
な
対
価
を
も
っ
て
貸

し
出
す
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
自
治
法
第
２
３
７
条

２
項
の
議
会
の
議
決
を
経

る
と
か
、
あ
る
い
は
行
政

目
的
が
中
止
に
な
っ
た
の

だ
か
ら
、
普
通
財
産
に
も

ど
し
て
、
公
益
貸
付
と
し

て
貸
し
出
し
を
す
る
し
か

な
い
。
し
か
も
、
現
に
、

行
政
目
的
で
あ
る
ミ
ジ
ン

コ
の
養
殖
、
新
種
改
良
と

い
っ
た
公
用
に
供
す
る
こ

と
が
、
生
産
モ
デ
ル
池
に

お
い
て
発
生
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

私
も
、
就
任
前
の
こ

と
で
も
あ
る
が
、
十
分
検

討
し
て
、
手
続
き
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

福永栄助議員



16潮さい（H29.2.15 No.128）

臨 時 議 会

小中学校普通教室地中熱利用換気システム
導入工事請負契約を締結する。

問
（
福
永
議
員
）

設
計
委
託
す
る
と
き

の
費
用
は
、
ど
の
く
ら
い

か
か
っ
た
の
か
。
ま
た
設

計
業
者
選
定
の
プ
ロ
セ
ス

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

設
計
予
算
及
び
契
約

等
は
、
予
備
費
の
充
用
を

行
い
、
県
内
で
空
調
関
係

等
の
実
績
が
あ
る
設
計
業

者
３
社
に
見
積
り
を
依
頼

し
、
随
意
契
約
を
行
っ
た
。

契
約
額
は
、
98
万
２
８
０

０
円
で
あ
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

議
案
第
37
号

施工中の学校工事現場風景

宮崎第１MP

平成28年11月４日

臨時議会審議された議案

全議案可決

平成28年第２回

契 約 金 額：	169,203,600 円

契約の相手方：	熊本市中央区坪井6丁目38番15号 
	 建吉・興亜特定建設工事共同企業体 
	 代表者：株式会社　建吉組 
		  代表取締役　笹原　健嗣

工 期：	平成28年11月5日 
	 　～平成29年2月15日

議案第38号

公共下水道特別会計補正予算
歳入歳出予算の総額にそれぞれ530万円を追加し	  
15億6318万円とする。

≪内　容≫
マンホール型式ポンプ場ポンプ設備取換工事
　宮崎の第１マンホール型式ポンプ場は、平成10年度
に設置され稼働開始から18年が経過しており、経年劣
化によるポンプ設備の能力の低下がみられる。
　汚水の適切な処理をするために、ポンプ設備の取替工
事を実施する。

地中熱交換器の埋設工事

宮崎第１マンホール型式ポンプ

校舎内の換気ダクト工事
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千
葉
町
栄
町　

人
口
減
少
対
策
は
地
方

市
町
村
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
で
あ

る
。
栄
町
も
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
中
で
も

◦
定
住
・
移
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に

『
不
動
産
定
住
班
』を
作
り
企
業
、
町

外
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動

◦
各
種
奨
励
金
、
加
算
金
支
援
金
で
定

住
・
移
住
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

子
育
を
支
援

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
少
子
化
の

流
れ
を
変
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

◯
11
月
16
日　

石
川
県
加
賀
市
訪
問

　
「
加
賀
市
の
子
育
て
支
援
事
業
」

　

加
賀
市
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、
子
ど
も

及
び
そ
の
保
護
者
、
妊
娠
し
て
い
る
方

な
ど
利
用
者
が
そ
の
選
択
に
基
づ
き
、

教
育
、
保
育
、
保
健
、
そ
の
他
の
子
育

て
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

委員会視察研修報告

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会

総
務
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

東
京
都
港
区　

港
区
で
は『
港
区
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
』を
策
定
し
、
幼
児
期
の
教

育
か
ら
小
中
学
校
の
義
務
教
育
を
連
続

し
た
も
の
と
促
え
、
12
年
間
を
見
通
し

た
指
導
方
針
が
特
徴
で
あ
る
。

◦
中
学
校
単
位
で
共
通
目
的
を
持
ち
地

域
で
育
て
見
守
る
体
制

◦
教
育
特
区
で
英

語
科
国
際
と
し

て
英
語
教
育
、

国
際
理
解
教
育

に
取
り
組
む

◦
各
校
に
ネ
イ
テ

ィ
ブ
テ
ィ
ー
チ

ャ
ー
を
配
置

◯
11
月
17
日　

石
川
県
か
ほ
く
市

　

上
下
水
道
課
訪
問

　

上
下
水
道
事
業
を
一
体
管
理
と
し
た

『
包
括
的
民
間
委
託
』を
３
年
契
約
で
導

入
さ
れ
て
い
る
。

　

複
数
年
契
約
で
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
、
人
件
費
削
減（
19
人
か
ら
11
人
）

を
達
成
し
、
５
年
間
で
７
４
８
５
万
円

の
削
減
効
果
を

生
ん
だ
。
民
間

委
託
に
よ
る
市

職
員
の
技
術
継

承
の
問
題
や
、

民
間
事
業
者
か

ら
の
提
案
に
対

す
る
評
価
能
力

に
つ
い
て
課
題

も
数
多
く
あ

る
。

◯
11
月
18
日　

石
川
県
金
沢
市

　

城
北
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
訪
問

　

城
北
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
視
察
、
下

水
道
処
理
の
過
程
で
発
生
し
た
バ
イ
オ

ガ
ス
を
利
用
し
た
発
電
施
設
、
発
電
出

力
２
０
０
kw
施
設
で
使
用
す
る
電
気
の

13
％
を
賄
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
放
流

水
を
利
用
し
た
水
力
発
電
や
風
力
を
利

用
し
た
発
電
も
さ
れ
て
い
た
。

長
洲
で
子
育
て
、
定
住
・
移
住
を
進
め
よ
！

上
下
水
道
の
包
括
的
民
間
委
託
で
削
減
効
果

本
町
も
少
子
高
齢
化
社
会
全
体
を
促

え
、
住
民
の
声
を
的
確
に
伝
え
、
継

続
性
を
持
っ
た
提
言
を
行
い
、
学
習
、

議
論
し
、
検
証
し
て
い
き
た
い
。

「
教
育
す
る
な
ら
港
区
」と
教
育
委
員

会
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

素
晴
ら
し
い
教
育
環
境
に
あ
る
。
規

模
は
異
な
る
が
、
未
来
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
を

見
つ
け
、
勇
気
を
も
っ
て
取
り
入
れ

る
こ
と
は
共
通
し
た
責
務
で
あ
る
。

英
語
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
は
時
代
の
流
れ
と
し
て
大
い
に
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
と
め

ま
と
め

このメンバーで
研修視察しました。

中央の栄町教育長は
熊本県出身でした。
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次の定例会は

開会の予定です

※一般質問の内容は町ホームページで
　閲覧できます。

皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！

■問い合わせ先

電話　
議会事務局

７８－３２９１

手続きは住所・氏名・年令を書くだけです
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ひ
と
言

　

九
州
高
速
道
渋
滞
で
、
ト

イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
た

の
で
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に

立
ち
寄
り
ま
し
た
。
手
前
の

個
室
は
ふ
さ
が
っ
て
い
た

の
で
、
そ
の
隣
に
入
り
ま
し

た
。
便
器
に
腰
を
下
ろ
そ
う

と
し
た
そ
の
時
、
隣
か
ら「
や

あ
、
元
気
？
」
と
声
が
し
た

の
で
、
た
め
ら
い
が
ち
に
「
ま

あ
ま
あ
で
す
」
と
答
え
ま
し

た
。
や
が
て
隣
の
人
は
、
声

を
ひ
そ
め
て
こ
う
言
っ
た

の
で
す
「
お
い
、
あ
と
で
か

け
直
す
か
ら
…
」
皆
さ
ん
、

携
帯
・
ス
マ
ホ
の
利
用
は
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

議
会
広
報
委
員
会
は
、
皆

様
か
ら
の

ご
意
見
、
ご

感
想
を
お

待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
竹
本
）

長洲中学校生徒会長

福田　大耀 くん

腹栄中学校生徒会長

佐々木遼太 くん

N
o.

　僕が長洲町に望むことは、活気のある町づ

くりです。僕たち中学生などの子ども達が、元

気に運動できる場所をもっと増やして欲しい

です。

　また、子どもだけでなく、体が不自由な人や

お年寄りの方などが安心して使える運動施設

を設けることで、運動を通じて色々な人と関

わり、交流を深めることができると思います。

これからも活気ある町づくりをよろしくお願

いします。

　長洲町はとても住みやすいと思います。い

い人がたくさんいます。私が望むものは、もう

少し「観光」の部分に力を注ぐべきだと思います。

長洲町へいろいろな人々に足を運んでもらう

ために、交通機関の充実が必要で、且つ長洲駅

の周りやフェリーの周りなどの街灯の増加を

望みます。

　また、この町にはとてもいい行事が年内に

たくさんあるので、それをもっとPRし、観光

の町長洲になればいいと思います。
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♪歩きスマホ注意！♪

傍聴席から一言

町民の声

　長洲に移り住み、40余年となり、初めて町議会の傍聴をしました。議員や執行

部の熱のこもった町政の討論に感動しました。

　又、議員の質問は町民の声を良く聞き、代弁していると感じました。

　議員の一般質問は、準備として綿密な実態把握に時間を費やしていることで、

様々な難題も解決できているのだと思いました。

　他市町村同様に、高齢化への一途ではありますが、財政等厳しい状況を乗り越え、

前進する長洲町に期待します。

町民のひろば

長洲町に望むこと

町政の討論に感動

僕が町に望むもの

松林ケイ子さん
（向野区）


